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「届けよう看護の声を！

私たちの未来へ」

今回は看護職国会議員として清水嘉与子（平成11年 国務大臣環

境庁長官就任）・のおの知恵子（元 法務大臣）の両氏がご活躍された

1990(H2）年～2004（H16）年頃の看護界の動きと現在の動き

を取り上げてみます。

1990（H2）年看護婦不足及びその確保等の為「看護の日」（看護

週間）が制定されました。1991（H3）年から「看護の心をみんなの

心に」をメインテーマに、国民一人一人が看護の心を育むきっかけ

となるように、全国各地で5月12日イベントが開催されるようにな

りました。今では国民に浸透し、5月の国民的行事になっています。

看護婦不足、看護職員の待遇改善（ニッパチ問題）等、看護問題改

善を目指し1992年（H4）年看護師等の人材確保の促進に関する法

律が制定され、11月「看護師等人材確保法施行に至りました。しか

し30年を経た2023（Ｒ5）年、日本の社会の現状・看護を取り巻く

現状が大きく変化し、国民に良質かつ適切な医療の提供を企る目的

として、この法律が30年振りに改定されました。改定にあたりその

基本指針を日本看護協会が見解を公表しています。【参考：協会

ニュースＶｏｌ．672（2024.3.15） 基本指針を現場で生かす】

1998（Ｈ１０）年学校教育法の改正により、質の高い看護師の育成

として、看護専門学校卒業者に大学編入の道が開かれました。その

後、看護大学の設立も全国的に広がり、現在兵庫県内には看護系大

学15校・看護専門学校19校となりました。

2001(H13)年には看護婦・士の名称を師に変える改正案が成立

し、2002（Ｈ14）年3月から師に名称が変更されました。(詳細は次

号)

以上、過去10年余りの看護界の返還とその後の一時を振り返って

みました。

看護の歴史を積み重ねて来られた諸先輩方のご努力・看護界の動

向を更に深く知り得ることができました。同時にその期間私は看護

界の一員として就業していた頃でもあり、看護連盟の熱気や苦労し

た事等、懐かしく思い出されました。

現在を生きる未来ある後輩たちが自分事として、今後どのような

看護の未来を創っていくか楽しみでもあり、応援し続けていきたい。

OB支部幹事 加集 和喜子
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「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」につなぐ看護職の歴史を学ぶ

2024年5月14日 厚生労働省に「訪問看護推進室」設置 ～看護課と「訪問看護推進室」の両輪～

シリーズ4回目
（全５回）

看護連盟会員の皆様お変わりございませんか？日頃から、看護

連盟活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。

厚生労働省の組織の中に看護課があることはすでにご存じのこ

とと思います。その歴史は76年前にさかのぼり、1948年(昭和

23年) 厚生労働省に医務局（当時は医務局）が設置され、看護課

の初代課長として保良せき先生が就任されました。

当時の記録から看護職が看護行政の責任を負うために世界か

ら100年も遅れているという苦悩とともに以下の所感を述べら

れています。「新憲法に男女同権は認められても封建思想の濃厚

な女性観は一朝に変わるものではない。ましてもっとも密接な関

係を持つ医師中には看護事業とそれに従事する者を正しく理解

していない場合が多い。むろん、我々の中には自分の業務に対す

る自覚も足らず、従って、指導者の位置に立つものが少ない。社

会の人からも理解されていない現状の中に看護課は誕生したの

である」

2代目の金子光看護課長も「やはり看護行政は看護婦が自ら行

うべきであります。たとえそれがいかに狭く、険しい道であって

も高山に上る道はつらいことを意識し、努力を続けなくてはなら

ないのです。」と述べています。

その後、GHQの撤退により厚労省は縮小され、看

護課が廃止となりました。看護連盟の誕生は陳情や

嘆願の繰り返しで1959年(昭和34年)日本看護連

盟が誕生しました。（看護協会は1946年誕生、今年

で78年になります）そしてようやく、1963年、厚生

省看護課復帰までの空白の7年間、陳情や嘆願、スト

ライキは続きました。

以上のように看護課誕生、廃止・復帰を経て今日に至っています。

そして、今回、5月14日から施行される「訪問看護推進室」が厚

生労働省に設置されました。

令和2年から、日本看護協会はサービス提供体制の強化を後押

しする財源の確保や、厚労省医政局の中に「訪問看護 推進室（仮

称）」を設置することを求めてきましたが、今年ようやく設置され

ました。

看護課とともに訪問看護師の確保等が具体的施策として期待で

きます。私たち看護職は社会保障制度の中で看護師の役割を担っ

ております。厚生労働省に新設された「訪問看護推進室」と看護課

の両輪を看護職として有効に活用できるように歴史の1ページに

刻み、連盟活動への更なるご理解とご協力をお願い致します。



看護管理者が知っておくべき看護記録研修会

日    時 ： 2024年3月30日（土） 10：30～12：30

会 場 ： 神戸市中央区文化センター

講    師 ： 友納 理緒 参議院議員

参 加 者 数 ： 117名（会場40名・リモート 77名）

日  時 ： 2024年5月12日（日）10：00～12：00

会  場 ： 兵庫県看護協会 ハーモニーホール

参 加 者 数 ： 156名（会場118名・リモート38名）

対  談 ： テーマ：「看護の未来を語る」

講 師 : 川嶋 みどり先生・石田 まさひろ参議院議員

ナビゲーター 大島 敏子（フリージア・ナースの会代表）

とものう議員より国政報告として、診療報酬改定や参議院労働委員会において

の訪問看護のハラスメント対策、看護のDXについて等のご報告がありました。国

政の場で看護の未来・国民の健康と命のためにご活躍されている事を直接伺う事

ができ、大変嬉しく感激しました。

研修では弁護士の視点から看護記録の重要性、看護記録の意義と目的について

や、看護管理者として看護記録の重要性を認識し、患者様も看護師も守るために

「後から見た人に伝わる記録」を書くことが出来るように記載基準の作成や教育・

支援・看護記録の管理等、看護管理者の責務であることを学びました。入院患者様

の高齢化や認知症等により転倒転落などのインシデントやアクシデントが増えてお

り、改めて看護記録を考える機会となりました。

                                                                東播地区幹事 井上 眞由美

川嶋みどり先生と石田まさひろ議員の講演と対談

川嶋先生より「今、看護は輝いている？」という投げかけがありまし

た。川嶋先生は、現在93歳。今でも、看護を愛し可能性を追求してお

られる川嶋先生のキラリ看護の原点を話してくださいました。

看護技術の本質は、そばにいて、よく聴き、触れるです。しかし、コ

ロナ禍によりそれらが困難となった今に求められる看護や技術につ

いて話されました。その中で、看護師の手の有用性がありました。

対談の中で、石田議員からも政治家は必ずといっていいほど、握手

や肩に手を触れコミュニケーションをとっていきますと話されました。

コミュニケーション不足が問題視される今、実際に会場に集まった人

同士でお互いの背中を触り合うという体験をしました。改めて、手が

もたらす治癒力や癒しなど、手の効力は計り知れないものだと実感し

ました。 川嶋先生の夢は、看護師だけが常駐し病気ではなく「未病」の

人達にケアを提供する看護センターの創設です。90歳を越えても、

夢をもち活動を続けておられるお姿に感化されました。

今の看護をさらに輝かせ、未来も輝かせていきたいと思いました。

青年部幹事 宮西 由起

当日の資料は川嶋先生のご厚意により、兵庫県看護連盟

ホームページよりダウンロードして頂けます。

兵庫県看護協会会館の１階ロビーに黄色ピアノがあります。

今から18年前、阪神大震災で傷ついた被災者らの心を癒すため、

病院などに黄色いピアノを贈る活動に取り組む、芦屋市の「黄色い

ピアノをおくる会」(喜多内十三造世話人代表）から寄贈されました。

5月12日、久しぶりに黄色いピアノのコンサートが行われました。

黄色いピアノで弾く、「黄色いピアノは愛の色」の演奏は感慨深いも

のがあり、とても優しい心に響く音でした。

黄色いピアノコンサート

「幸せ運べるように」の曲を聴いた時は、小学

生の子ども達が駅前で歌のプレゼントをし、お

年寄りの方から喜ばれた事など、震災の時を思

い出し、涙がでました。

素敵な演奏をありがとうございました。

神戸西部地区幹事 仁木 美枝子

ピアニストの高橋 理沙さん

「黄色いピアノは愛の色」 作詞：喜多内 十三造
作曲：小谷 美智代



今年度は、看護師不足の現状を実際に見て頂くことや、現場の抱える問題を
お出しいただき、医療・看護・福祉に関する県政の取り組みを強化していた
だきたいと思います。

神戸西部支部

「五色塚（千壺）古墳」をご紹介

研修には2024年度新規採用看護職員の方々に参加して頂く

ことができました。 今回の研修では、①日本看護連盟とは ②

看護連盟の活動 ③青年部の活動 について講義をしてきまし

た。

青年部の研修の前に、精神看護専門看護師の小澤さんによる

【メンタルヘルスマネジメント研修】がありました。その研修の中

で、「不安を感じた、まさにそのときに声を出す」声に出すこと

でストレスが緩和し、相手に伝わる。そして、フィードバックがも

らえるという内容がありました。それと掛け合わせて研修の最

後に参加者が今、職場で抱えている不安や悩みなどを声に出し

てもらいました。

この時にいただいた現場の声を国政に届け、さらなる連盟活

動の飛躍にしていきたいと思います。

青年部幹事 宮西 由起

阪神南 出前研修「看護連盟の活動とその成果」

日  時 ： 2024年5月17日（金）

会  場 ： 尼崎新都心病院

参 加 者 数 ： 30名

講 師 : 青年部（宮西 由起、白岩 直規）

五色塚古墳【ごしきづかこふん・別名：千壺（せんつぼ）古墳】は、

兵庫県神戸市垂水区五色山にある古墳。形状は、前方後円墳。国

の史跡に指定され、出土品は国の重要文化財・神戸市指定有形文

化財に指定されています。

 JR垂水駅から徒歩約15分、海辺の住宅街の中に突如として巨

大な古墳が現れます。娘と二人で話しながらだと近く感じました。

五色塚古墳が舞台アニメーションMV「ワンダリズム きみを呼ぶ

声」で、訪れる人が増えているそうです。独特の世界観のSFファ

ンタジー作品で、謎の多い五色塚古墳の成り立ちにも、想像が膨

みます。

 40年近く垂水に住んでいるのに一度も行ったことがなく、記

事紹介のために訪れました。

4世紀後半に築かれた五色塚古墳（ごしきづかこふん）は、全長

194mを誇る兵庫県下最大の前方後円墳で、千壺古墳とも呼ば

れています。築造当時の姿に復元され、雄大かつ高度な古代の土

木技術を体感できます。

また、古墳の上まで歩道が整備されており、上に登ることがで

きるのも、五色塚古墳の魅力です。古墳の上からは淡路島や明石

海峡大橋を見渡す大パノラマが広がっており、隠れた絶景スポッ

トだと感動しました。

ここは願いが叶うパワースポットとしてスピリチュアル好きな方

には有名な場所です。             神戸西部地区幹事 仁木 美枝子

自民党「看護を支援する議員の会」県会議員との施設見学

井野病院

今年度は、看護師不足の現状を実際に見て現場の抱える問題を見極め、医療・看護・

福祉に関する県政の取り組みを強化して頂く事をねらいとして実施致しました。

ご協力頂きました各施設の皆様、お忙しい中お時間を頂き、ありがとうございました。

訪問日 訪問施設
参加者（順不同・敬称略）

県会議員 役員・支部長・副支部長

5月9日
いきいきの郷 伊藤 傑

井野病院 水田 裕一郎・北野 実・松本 重樹 桐月 順子

5月14日

神戸低侵襲がん医療センター 奥谷 謙一・長瀬 たけし・吉岡 たけし 齊野 尚美

公立八鹿病院
公立八鹿病院看護専門学校

藤田 孝夫
橋本 みどり・小中 恵津子・
木村 淳子

宝塚市立病院
黒川 治・門間 雄司・橘 秀太郎・
風早 ひさお

清水 真由美・岡光 幸代

5月21日

神戸市医師会看護専門学校 北浜 みどり・岡 つよし 仁木 美枝子

播磨看護専門学校 村岡 真夕子・藤本 百男 三枝 弘典

順心淡路病院 太田 康文 御幸 尚美・清水 久美子

順心病院 松本 裕一・山本 敏信 清水 久美子

西宮市医師会看護専門学校 北川 泰寿・奥谷 謙一 服部 玲子

宝塚市立病院



私たち、建物のお医者さんです_________

建築物の定期調査・建築設備の定期検査

赤外線サーモグラフィ法による外壁調査

家屋 事前・事後調査
［弊社HP ］

本社 京都市山科区勧修寺縄手町45

       TEL:075-748-6278     

防火設備点検 外壁打診調査

建築設備点検

Kunihara Gijyutsu

赤外線調査

Information

少し空きがありますのでお早目にお申込み下さい。

◆日 時 ： 2024年7月6(土)13：00～15：00

 ◆会 場 ： ホテル北野プラザ六甲荘

◆講 師 ： 黒田 麻衣子 先生（株式会社シルバーウッド）

◆ねらい ： 看護職が「認知症や発達障害」に関わることで

                 もっと「医療・福祉・介護」の質が向上する

◆参加費 ： 会員 2,000円 ・ 非会員 5,000円

体験型ＶＲ研修「発達障害について」

詳細は決まりましたらお知らせ致します。

 ◆日 時 ： 2024年7月26(金) 

◆テーマ： 仮）看護師不足について

◆内 容 :  1)事例紹介 2)グループワークと発表

◆対 象 ： 看護協会・看護連盟会員

看護協会・看護連盟合同看護政策研修

街路樹の木々は、若葉から新緑に代わり目に眩しく映る季節となりま

した。

看護の歴史シリーズは、４回目（全５回）を迎えました。看護の歴史を

振り返ることで、看護の先輩方のご努力に感謝しつつ連盟活動に取り

組んでいます。

川嶋みどり先生の講演では、これまで、ＣＯＶＩＤ－19のパンデミック

により、看護の本質とは真逆の新生活様式となっており「離れろ・聞く

な・触れるな・短時間で処置を終えろ・等」でしたが、「看護師としての

矜持をもって、看護の対象者に寄り添うことが大切！」と述べられ、看

護の原点に戻ることの重要性について再認識する機会となりました。

県議会議員自民党「看護を支援する議員の会」の施設見学を実施して

おり、県会議員と共に各施設（医療機関や看護教育機関）の方々と現状

及び課題について情報共有を行っています。この内容を、今後の交流

会を通して『届けよう看護の声を！私たちの未来へ』に繋げていきた

いと思います。
（広報委員: 仁木、井上、橋本、加集、宮西）
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